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 平成 29 年９月１日 

 

九州森林管理局長 様  

 

                                                         ふるさと自然の会 

会長 川内野善治  

 

                                              

「生物多様性保全・環境教育・観光資源・地域のシンボルとしての景観」などの保全の

観点から、風力発電用に土地の提供や林道の改良を認めないように要望します。 

 

記 

 

佐 賀 県 伊 万 里 市 と 長 崎 県 佐 世 保 市 の 県 境 で 国 見 山 の 北 側 （ 位 置 E129.48.51 

N33.15.09 付近）に風況調査用のポールが建設されています。風況調査が実施される

とほぼ間違い無く風力発電機が建設されます。 

ここには以下の様な計画があるようです。 

・設置区域 佐世保市世知原町と佐賀県伊万里市との境界付近 

・計画規模 ２ＭＷ×１９基（計３８ＭＷ） 

 

（１）生物多様性への影響 

隣接地には、北松浦半島には唯一のアカガシの原生林が残されています。ここには、

国見山で確認された野鳥 85 種のうち 76％の 66 種が確認されるなど、国見山では野鳥

の生息数が最も多い場所です。このなかには、環境庁・長崎県・佐賀県・佐世保市で希少

種に選定されている種も多く含まれています。また、ここは保健保安林に指定されていま

す。 

国見山系は秋の渡りのシーズンにはハチクマ・アカハラダカが大挙して渡り、林内でも

休息しています。このようなことから、

風力発電で問題になっているバードスト

ライクの確立が非常に高いと言えます。 

2012 年のハチクマプロジェクト｛慶

應義塾大学 SFC 研究所生物多様性研究

ラボ（樋口広芳慶應義塾大学特任教授）｝

によるハチクマの渡りの衛星追跡による

と非常に高い確率で風力発電予定地の上

を通過しています｛追跡した４羽のうち

３羽（ケン・ナオ・クロ）の上空通過を

確認）｝。 

ハチクマなどのタカ類は東から飛来し

たものが、国見山から三つの尾根沿いに
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沿って発生する上昇気流を渡りに使っています。①国見山→小塚岳→板山→平戸 ②国見

山→長崎県と佐賀県境の尾根→冷水岳→平戸 ③八天岳・隠居岳→木場山→烏帽子岳→平

戸です。 

このように渡りに重要な場所に風力発電機を建設するのは、既往の調査により明らかに

大きな問題であり、ここに風力発電施設を建設するのは極めて不適切な行為です。 

また、アカガシを食草とするキリシマミドリシジミなど昆虫や、両生類のブチサンシ

ョウウオなども生息するなど自然度が非常に高い地域であり、風力発電機設置による周

辺の改変はこれらの生物の生息に影響を与えると予測されます。 

さらに、発電機（ブレード）の運搬や設置のためには既設の林道を改修する必要があ

り、発電機の建設地も含め樹木の伐採もかなり広くなります。 

照葉樹林帯では明るい林縁に多くの希少種が生育し、50 年生以上のスギ・ヒノキ植林

地内にも希少植物が多く生育します。また、林道を覆うように伸びたアカガシの枝には

希少種のカヤランなどが着生していますから、希少植物への影響も非常に大きくなりま

す。 

 

（２）環境学習やエコツーリズムへの影響 

国見山（777m）は北松浦半島では最も高い山で、地域のシンボル的な存在で、国見

山からの眺めが佐世保市１００選に選ばれています。風力発電施設建設によりその景観

が損なわれることは大きな損失であり、住民としても容認致しかねる次第です。 

国見山の麓、佐世保市世知原町赤木場には「長崎県立世知原少年自然の家」があります。

ここには毎年 2 万７千人程の小、中、高校生が、「自然のしくみ」「自然と接すること」

「自然の厳しさ」を学ぶために訪れます。 

中学・高校生は、他所では感じることのできない、豊な自然を体で感じるために国見山

登山をしています。 

なお、佐世保市が環境省とともに推進している「エコツーリズム推進事業」においても、

沢登り、自然観察など、優良な素材を含んだ地域として位置づけられています。 

 また、九州森林管理局のホームページにおいても「国見山の山歩き ファミリー向き」と

して紹介されており、『国見山は北松県立自然公園に指定されており，山岳，渓谷，春の

新緑，夏の深緑，秋の紅葉，冬の霧氷など四季折々の自然が楽しめる。また，数多くの生

息動物に加え，山頂からの眺望景観は絶景で東に佐賀県境の山岳地帯を，南西に烏帽子岳

と九十九島を，北は伊万里市と玄界灘を一望に収める。また，遠く五島・対馬を望むこと

もある。』とあり、国見山の自然や山頂からの景観は九州森林管理局でも認識されていま

す。 

 

                                                                      以上 

風力発電に関して貴局の方針を９月２９日までに文書にて回答頂くようお願します。 

なお、本要望書及び回答は当会のホームページに掲載すること予めお知らせします。 

 

 


